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第２四半期業績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を主要因とする最近の業績動向を踏まえ、2020年２月

14日に公表した 2020 年 12 月期（2020年１月１日～2020年 12月 31日）の第２四半期連結業績予想及

び通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

●2020 年 12 月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2020 年１月１日～2020 年６月 30 日） 

（単位：百万円） 
連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

連結四半期 

純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,984 1,192 1,150 698 17.46 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,887 121 101 46 1.17 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △2,097 △1,071 △1,049 △652 － 

増  減  率 （  ％  ） △26.3 △89.8 △91.2 △93.3 － 

（参考）前期第２四半期実績 

（2019 年 12 月期第２四半期） 
7,473 1,082 1,106 722 18.33 

 

●2020 年 12 月期 通期連結業績予想数値の修正（2020 年１月１日～2020 年 12月 31 日） 

（単位：百万円） 
連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１株当たり 

連結当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 16,945 2,818 2,766 1,714 42.83 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 未定 未定 未定 未定 未定 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － － － － － 

増  減  率 （  ％  ） － － － － － 

（参考）前期通期実績 

（2019 年 12 月期） 
15,282 2,339 2,346 1,523 38.49 



２.修正の理由 

新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言に基づく外出自粛要請により、消費マインドが低

下するとともに各種活動が抑制されております。このような状況のもと、グループ会社の旅行事業にお

きましては、３月に入り外務省から全世界を対象とした危険情報「レベル２（不要不急の渡航はやめて

下さい）」が発出されたことで、海外旅行がほぼ不可能となり、個人・法人問わずキャンセルとなりま

した。これにより、約 12億の売上の減少が見込まれます。また、お客様と従業員の安全を考慮し、パ

ーティーの開催を自粛するなど、イベント事業につきましても少なからず影響を受けており、約７億の

売上の減少が見込まれております。 

一方、５月より、株式会社ツヴァイをグループ会社へ迎えることにより、連結売上高の押し上げとな

りますが、婚活サービス事業を営む株式会社ツヴァイにおきましても、コロナウイルス感染拡大の影響

を受けており、当初の売上予想を下回る見込みであります。 

コロナウイルスの収束時期が見通せない中、既存の事業については引き続きお客様のニーズがあるこ

とから、お客様と従業員の安全を第一にオンラインでのサービス提供を行うなど、売上の維持に努める

とともに、株式会社ツヴァイを早期に黒字化すべく業務改善を行っておりますが、第２四半期連結累計

期間については、売上の減少に伴う利益の減少により、当初の予想を下回ることが予想されます。 

従いまして、第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、５月末に緊急事態宣言が解除され

ることを前提とし、上記の通り下方修正させて頂きます。 

 また、2020年 12月期の通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスの収束時期が見通せ

ない現段階では、第２四半期以降の業績に与える影響に未確定要因が多く、業績予想を合理的に判断す

ることが困難となっておりますため、未定とさせていただき、算定が可能となり次第、速やかに開示い

たします。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

     

以 上 

 


